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この本をいま読んでくれているあなたや、世界中の若い人た
ちに、クリーンエネルギーとそれがもたらしてくれる多くの
機会に気づいてほしい、興味と情熱をもってほしい。そんな
願いから、この本のプロジェクトが始まりました。

この本をまとめたのは、アルジェリア、ポーランド、カナ
ダ、南アフリカ、ベルギーの6人の女性です。

そのなかには、子どもがいる人もいれば、いない人もいま
す。ですが、私たちは若い人たちには世界をよりよい方向に
変えていく力があると信じています。マルゴシア、ヤミナ、
ジョイスは気候変動に立ち向かうために風力エネルギーの役
割が重要であることを人々に理解してもらう活動を続けてい
る組織で働いています。ヴェロニクは、南アフリカで再生可
能エネルギーのプロジェクトを進めています。ジャーナリス
トのフィリッパは、気候変動についてや、地球温暖化を止め
るためにクリーンエネルギーがいかに重要な解決策になる

かについて記事を書いています。そしてシャンタルは、アー
ティストとしてイラストを担当しました。この本では、気候
危機に対処するためにクリーンエネルギーに取り組んでいる
21人を紹介しています。

このプロジェクトは、25の国から集まった、すばらしい若
者たちがいなければ実現しませんでした。みんなで編集委員
会をつくり、この本に登場してもらう人たちに1000以上
の質問を送ったのです。編集委員の名前は巻末のリストをご
らんください。

ベルギーのブリュッセルにいる11歳のクロエと父親のイア
ンには、心から感謝の言葉を贈ります。二人は、本が完成す
る前に試し読みをして、正直な感想を送ってくれました。ま
たクロエは、私たちが若者の目を通して世界を見ていると言
ってくれました！

「気候危機の問題はすでに解決されています。

私たちはすでに、すべての事実と解決策を知っています」と、

スウェーデンの環境活動家であるグレタ・トゥーンベリは

2019年に語っています。

「私たちがすべきなのは、目を覚まして行動することです」

この本について



「気候危機はすでに解決されています。私たちはすでに、す
べての事実と解決策を知っています」。スウェーデンの環境
活動家、グレタ・トゥーンベリ  は、2019年にこう語って
います。「私たちがすべきなのは、目を覚まして行動するこ
とです」。その2年前、ポーランドのカトヴィツェで開かれ
た国連気候サミットで、グレタは、若い世代を失望させてい
るといって、世界の指導者たちをこう非難しました。「私た
ちの指導者が子どものように振る舞っているせいで、私たち
は、彼らがずっと前に負うべきだった責任を、負わなければ
ならないでしょう」

この本に登場する人たちは、すぐに行動を起こすことがどれ
ほど大切かを知っています。そして解決策を見つけ、状況を
変えるために活動しています。彼らはまた、責任をもち、気
候変動に立ち向かうことで、世界をよりよい場所にできるこ
とを理解しています。

彼らは有名人ではないので、みなさんはきっと、その名前を
聞いたことがないでしょう。でも、ぜひ知ってほしい人たち
なのです！

なかには、オランダの建築家ジョスのように、使われなくなっ
た風力発電機のブレードを活用して、運動場や、そのほかのす
ばらしいものをつくっているアーティストもいます。

また、アイルランドのブライアンは、グーグル社が風力発電
所や太陽光発電所で作った   再生可能エネルギーを買い入れ
るのを支援しています。フランスで生まれ、いまはアメリカ
で暮らしているヴァネッサは、マイクロソフト社のエネルギ
ー使用量削減に取り組んでいます。

インドにはスワルナが、南アフリカにはトニが、中国にはホ
ー・デクシンが、ブラジルにはエルビアがいます。その職
業も、エンジニア、営業職、欧州委員会の専門家、大学の先
生、発明家など、さまざまです！

全員に共通しているのは、太陽光や風力など、クリーンで再
生可能なエネルギー源によって生み出されるエネルギー量を
増やすために働いていることです。彼らの活動によって、世
界じゅうで、とてもたくさん使われている化石燃料の使用量
や、二酸化炭素とメタンの排出量を減らすことができます。
これらはすべて、気候変動の原因になっています。

世界を救うには、スーパーヒーローである必要はありませ
ん。変身して空を飛びまわらなくてもいいのです！　いくつ

かの職業を選ぶだけで、私たちは、地球も、自然も、この惑
星に暮らす人たちも守ることができます。

この本を読んだみなさんが、風力発電のエンジニアや、風力
発電所の設計者、再生可能エネルギー企業の経営者になろう
と思ってくれることを願っています！
この本は最初から最後まで通して読んでもいいですし、後ろ
から読みたければそうすることもできます。興味のある人の
ページだけを読んでもかまいません。どうぞ自由に読んでみ
てください。

クリーンエネルギーにかかわる仕事や、そうした仕事をし
ている人たちについてもっと知りたいと思ったり、ただ感
想を伝えたいと思ったりしたときは、私たちのウェブサイト
〈www.whenigrowupstories.org〉にアクセスしてみてく
ださい。

何年かしたら、クリーンエネルギー業界で働くようになっ
たみなさんの登場する本が、刊行されるかもしれません。
それを読むのを、私たちはいまから楽しみにしています！ 
それまでのあいだに、みなさんのような人たちの行動のおか
げで、世界はきっと大きく発展していることでしょう。

そんな日が来るのが待ちきれません。
最後まで読んでいただき、ありがとうございました。

ヤミナ、マルゴシア、フィリッパ、ジョイス、ヴェロニク、
シャンタル。

この本を書くことにしたのは、クリーン
エネルギーにかかわる仕事にはどんなも
のがあるのか、どの科目を勉強したほう
がいいのか、どのようなスキルを身につ
けたら役立つのかについて、みなさんに

知ってもらうためです。

巻末には、クリーンエネルギーについて理解
し、重要な単語を学ぶために役立つ用語集も

あります。
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この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

学生時代は、生物と数学が大好きだった。人間のからだは、ぼくが長年取り組んでいるどの機械やテクノロジ
ーよりもすばらしい。数学に関しては、いつも言語を学んでいるように感じていた。さまざまな記号や符号の
意味がわかり、うまく使えるようになったと思えると、心からわくわくできたんだ。大学では４年間、土木環
境工学を学び、数学を使って世界を理解しようとした。そのあと、再生可能エネルギーと風力エネルギーを学
んだ。結局、大学には8年間在籍したけれど、仕事や旅行のために途中で何度も休学したので、大学にいた期

間は合計で12年ほどになった。

いったん技術的知識を身につけたら、あとはおもに、人とコミュニケーションをとること、自分を律するこ
と、それに好奇心をもつことが、仕事をするうえで必要になる。ぼくは、ほとんどすべてのことに興味をもっ
ているので、新しいテクノロジーを学び、それを同僚たちに伝えるのが大好きだ。やるべき仕事に集中しつづ

けるには、自制心をもつことが欠かせない。この世界はおもしろすぎて、とても気が散りやすいからね。

ぼくはちょっと変わっていて、
発明が大好きなんだ。たとえ
それが、まったく実用的でな

くても！　子どものころは、動きはじ
めたら止まらない機械、つまり永久機関
をつくろうとして、長い時間をかけてい
た。でも、それは無理なことだった。ど
んなにがんばっても実現できない。動き
つづけるためのエネルギーを、どこかか
らもってこなくちゃならないからね。ぼ
くが再生可能エネルギーに興味をもった
のは、風の力を少し借りれば、永久運動
が（ほぼ）実現できるという実験がきっ
かけだった。

エンジニアリング企業のイノベーション
責任者としてのぼくの仕事は、プロジェ
クトをできるだけ持続可能にするため
に、いちばんいいアイデアを見つけるこ
と。風力エネルギーの場合は、だれもが
クリーンエネルギーを使えるように、少
ない費用で実現する方法を見つける必要
がある。それから、地域の動物や人に、
風力発電がよい影響を与えられるように
することも大切だ。

だからぼくはいつも、科学と工学の最新
の情報に目を光らせている。5 年後とか

10 年後の未来に求められるような仕事
の準備ができるように、会社のために働
いているんだ。大学で、学生や科学者と
協力して、新しいアイデアを学び、昔か
らある問題を新しい方法で考え直すのに
長い時間をかけている。つまり、たくさ
ん本を読み、整理してまとめ、話し合う
のがぼくの仕事！

浮体式風力発電は、ぼくが取り組んでい
るなかでも、もっともわくわくする新技
術の一つ。これは、発電装置を海底に固
定するのではなく海面に浮かべて発電す
る風力発電のことで、水深がかなり深い
海域でも使える。そういう場所では、強
い風がたくさん吹くんだ。

アイルランドの西海岸の沖合のように、
風が強くて波も高いところで、浮体式風
力発電システムがどのように動くのか
を、ぼくたちはもっとよく知りたいと
思っている。そういう条件のところは、
とくにメンテナンスや修理をしなければ
ならないときに、作業がかなり難しくな
ることがある。だから、壊れたときに、
ロボットを使って修理できないかと考え
ている。危険なところで人が作業をしな
くてもすむようにね。

才能あふれる人たちと協力して、興味深
い技術を使っていろんなプロジェクトに
取り組むのを、ぼくは本当に楽しんでい
る。波浪水槽（人工的に波を発生させる
装置）や、小さな浮体式風力発電設備を
使ってね。NASA（アメリカ航空宇宙局）
の衛星データを使って風を測定したり、
風力発電所を建設しようとしている地域
の人たちと交流したりもする。いつだっ
て学べることがあり、おもしろい人とも
出会える。

それから、この仕事のおかげで海の近く
に住めることも気に入っていて、できる
だけたくさん、家族といっしょに海に出
かけている。真冬でも、3 人の子どもと
ビーチで遊んだり、水に飛び込んで泳い
だりしているんだ。忙しい一週間のあと
は最高に楽しいし、海岸はいつもちがう
表情を見せてくれるからね。

キアン・デズモンド（Cian Desmond）は、
アイルランドにあるギャビン・アン
ド・ドハーティ・ジオソリューショ
ンズ社（GDG＝ Gavin and Doherty 
Geosolutions Ltd.）のイノベーショ
ン部門責任者。

ぼくはいつも、
ちょっと変わっていた
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キアン（37歳）
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この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

学生時代に好きだった科目は、数学、地理、物理でした。数学の問題に取り組んで、
答えを出すことにやりがいを感じます。

大学では、電気工学と電子工学を専門的に学んで、4年をかけて工学の学位をとりま
した。

私の仕事に必要なのは、問題を分析して解決するのが得意であることと、気象や風力
発電機についてよく知っていること。それに、コミュニケーションをうまくとって、

チームで仕事ができることも大切です。

持続可能なエネルギーについて
の科学の授業に出席するまで
は、宇宙飛行士になるのが夢

でした。化石燃料のことと、私たちが地
球に影響をあたえている汚染について知
ったときはショックでした。それがきっ
かけで、クリーンで持続可能な環境づく
りにできるだけ貢献しようと決めたので
す。

私の仕事は、風力発電所を建設しようと
している場所の風の状態について研究す
ること。つまり、風速や風向きなどを測
定するのが仕事です。その情報にもとづ
いて、風力発電所をつくるのにぴったり
の場所を選ぶのです。

風の位置を示す風の地図帳を、それぞれ
の国がつくります。私たちはその地図を
もとにして、あちこちに風の吹くところ
に機器を設置して、年を通して風を測定
しています。

そのための機器は、風力発電機と同じ高
さに設置されます。風速を測る風速計、
風向きを調べる風向計、温度を測るセン
サー式温度計、気圧を測る気圧計、そし
て測定値をすべて記録する装置です。最

近では、ドップラーソーダ（音波で測定）
やドップラーライダー（光で測定）といっ
た遠隔感知器を使って風を測定するよう
になりました。

そのようにしてわかった風の状況をみ
て、風力発電機がどれだけのエネルギー
を生み出すかを判断します。風速が速い
ほど、たくさんのエネルギーが生み出さ
れます。気温と気圧は、空気の密度の測
定に役立ちます。空気の密度が高いほど、
エネルギーが大きくなるのです。

インドは、日当たりもとてもよい国なの
で、太陽光エネルギーと風力エネルギー
を組み合わせたハイブリッドシステムを
使うことができます。この二つのテクノ
ロジーを合わせると、クリーンなエネル
ギーを安定して供給できるのです。夜は
風がたくさん吹き、日中は日差しが強い
ので、この組み合わせで安定したエネル
ギーの流れが得られます。

私が自分の仕事で気に入っているのは、
地域ごとに風の流れをよく調べ、最大の
電力を得るために、風力発電機をどのよ
うに配置するかを考えることです。

興味をもっているのは、風がどうやって
地形を形づくるのか、侵食や堆積などの

「風食」によって地球の表面をどのよう
に変化させるのかについてです。ちなみ
に、風食をあらわす英語の「アイオリス・
プロセス（Aeolian processes）」とい
う言葉は、風の番人として知られるギリ
シアの神、アイオロスにちなんでいます。

昔のインドでは、女性がエンジニアにな
るのは難しかったのですが、いまはで少
しずつ状況がよくなっています。私の父
はエンジニアだったので、父がとても熱
心に、楽しそうに仕事をするのを見なが
ら育ちました。父はときどき、仕事場に
連れて行ってくれ、建設中の貯水タンク
や道路を見せてくれました。

スワルナ・プリヤ・ナタラージャン
（Swarna Priya Natarajan）は、インド
のベスタス社（Vestas）の主任エン
ジニア。

風とギリシアの神々
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スワルナ（30歳）
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ぼくはまず大学で4年間、理論物理学を学び、複雑な問題について考える方法を身に
つけた。そのあと、エネルギー政策とエネルギー財政の研究をしたんだ。

この仕事をうまくこなすには、複雑なことをすっきり説明できないといけない。その
ためには、コミュニケーションをとる力が重要になる。

それに、ニュース記事をたくさん読んだり、人と話したりして、再生可能エネルギー
の世界で何が起きているのか、時代の流れにしっかりついていく必要がある。そして
最後に、エネルギー業界で働くと数字をたくさん扱うことになるので、数学がかなり

得意じゃないと。

学生時代は数学と物理が好きだったけど、いちばん好きな科目は音楽。再生可能エネ
ルギーにかかわる仕事ができないとしたら、超大作映画のサウンドトラックを手がけ

る作曲家になってみたいな！

この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

ぼくは気候変動に立ち向かうこ
とに情熱を注いでいるので、
大学を卒業後、この道に進も

うと心を決めたんだ。再生可能エネルギ
ーは、温室効果ガスの排出を削減して、
地球の温暖化を止めるためのすばらしい
方法の一つだけど、エネルギーシステム
の管理が複雑になる可能性がある。それ
がぼくのモチベーションになっている。
気候変動に立ち向かい、複雑な問題を解
決することがね！

グーグル社が再生可能エネルギーをたく
さん購入しているのは、アプリを動かす
ために電気が必要だし、その電力がク
リーンであることが大切だからなんだ。
ぼくは、グーグルが風力発電所や太陽光
発電所から作られる再生可能エネルギー
を購入するのをサポートしている。だか
ら、ユーチューブの動画を再生したり、
グーグルマップで道案内したりするため
の電力からは、温室効果ガスは排出され
ない。

ぼくはいつも、再生可能エネルギーに取
り組む大勢のクリエイティブな人たちと
話し合いながら仕事をしている。そのな
かには、風力発電所を建設するエンジニ
ア、再生可能エネルギーの利用計画を立
てる政治家、電力供給網を管理する人た

ちなどがいる。

これから数年間のぼくの課題は、どんな
ところでも、どんなときも、グーグルが
クリーンエネルギーだけで運営できるよ
うに支援すること。簡単に解決できそう
なことじゃないけど、おもしろそうだし、
やる気満々だし、やりがいがある！　ク
リーンエネルギーに興味のある人にとっ
て、グーグルはとてもわくわくする職場
だよ。

グーグルのサービスの多くは、ものごと
を仮想的におこなうことで、消費エネル
ギーや二酸化炭素の排出量の削減にも役
立っている。たとえば、企業がもっとビ
デオ会議をするようになれば、あまり移
動しなくてもよくなるので、環境汚染を
減らせる。それに、グーグルマップのよ
うなアプリを使えば、家に帰るのにいち
ばんいいルートを教えてくれるので、エ
ネルギーをそれほど使わなくてもすむん
だ！
この仕事で何より気に入っているのは、
気候変動の問題に対してとても意欲的
で、情熱のある人たちと出会えることや、
アイデアを共有できること。みんなで協
力しあえば、問題を解決できる可能性が
ぐんと高まるからね。

さまざまな背景をもつ人たちと協力しあ
うのは、グーグルに入社する前の仕事で
も大切なことだった。最初は、再生可能
エネルギーをもっと利用するために、
ヨーロッパ各国の政府や企業が計画を立
てたり、規則をつくったりするのを手
伝った。次に、アイルランド政府を相手
に同じような仕事をして、アイルランド
が気候変動目標を達成するために何をす
る必要があるかを考えるサポートをした
んだ。

ぼくが生まれたアイルランドは、風がと
ても強いので、風力発電所にはぴったり
の場所だよ。

グレタ・トゥーンベリさんのような若い
人たちが、もっとよい方法で、化石燃料
の使用をできるだけ早くやめる必要があ
ると大人たちに言っているのを見ると、
とても刺激を受けるし、やる気が出る。
彼らが言っていることは、まったく正し
いと思う！

ブライアン・デンバー（Brian Denvir）
は、フランスのグーグル社（Google）
の欧州エネルギー市場リーダー。

グーグルの
環境問題意識を高める
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ブライアン（34歳）
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この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

いちばん好きだったのは生物学。南アフリカのケープタウン大学で金融
を3年間学び、そのあと、環境科学を学ぶためにまた大学に。

私の仕事には、高度な分析力（ものごとを細かく調べて、はっきりさせ
る力）が必要なので、問題解決とコミュニケーションが得意なほうが 

いいかな。

私の仕事は、会社が風力発電所
を建設するために、きちんと
許可を受けているかを確認す

ること。子どものころにはなかった仕事
だけど、いまはこの仕事があるのがとて
もうれしい！　風力発電業界での仕事
は、仕事とは思えないくらい楽しすぎ
て、私の天職だわ。とくに、風力発電機
を設置したいところに行ったり、その土
地の所有者や近くに住んでいる人たちに
会ったりするのが楽しい。

土地の所有者とは、必要な許可を得るの
にどれくらい時間がかかるかを話した
り、家族や農場について話したりして、
きちんとした関係をつくりあげるの。彼
らはいつも風力発電機の大きさや仕組
み、発電量などにとても興味をもってい
るわ。

南アフリカは、ラッキーなことに土地が
たくさんあって、風もよく吹くので、風
力発電機を設置する許可をとるのはそれ
ほど難しくないの。だれかを説得する必
要があるときは、風力エネルギーが私た
ちの国や地球にとって、どれほどよいも

のかを説明します。そして、きちんと設
置すれば、風力発電機が自然に害を与え
ることはないという点も理解してもらい
ます。

私が再生可能エネルギーに興味をもった
のは、いまから 11 年前に南アフリカで
この業界が動き出したとき。なかでも、
いちばん印象に残っているのは、風力発
電機に昇ったこと。世界の頂上に立って
いるみたいだった。

私には双子の子どもがいます。風力発電
所に連れて行ったとき、二人とも風力発
電機の大きさに驚いていました。麦畑に
立つ巨人のように見えたようで『アイア
ン・ジャイアント』という映画を思い出
したみたい。それに発電機のブレードの
かたちも気に入ったみたいで。

私の家では、車を運転するのではなく、
できるだけ歩いて通勤したり通学したり
して、汚染物質の排出量を減らすように
心がけています。また自分たちで食べる
ために野菜をたくさん育てたり、庭に木
をたくさん植えたりもしているわ。

世界にはもっとグリーンエネルギーが必
要だと、私は信じています。そして、風
力発電業界にはとてもわくわくしていま
す。私は世界を変える一員になりたいん
です。風力エネルギー部門で働いている
人のうち、女性は 5 分の 1 しかいない
ので、もっとたくさんの女性がこの業界
で活躍するようになることがとても重要
です。

やりたい仕事を選ぶときは、夢を追いか
けたほうがいいと思う。なぜなら、理想
の仕事がまだ生まれていないかもしれな
いから。生活のなかで、自分が何を使っ
ているのか、何が必要なのかを慎重に考
えてみて。私たちの地球には、限られた
ものしかない。自然に対してお返しする
ことが大切。できれば、庭に木を植えま
しょう。

マーシア・グリムビーグ（Mercia 
Grimbeek）は、南アフリカのエ
ネルトラグ社（ENERTRAG）のプ
ロジェクト開発責任者。

いままでにない仕事を
夢見ていたの
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マーシア（45歳）
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この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

国語、物理、数学がとても好きで、大学では科学を学ぶことにしました。大学で学んだ10年間は、いちばん
楽しく学べる科目を選びました。物理よりも化学のほうが成績はよかったけれど、好きだった物理の勉強を続

けることにしました。

何かを勉強する時に一番大切な事は、粘り強さだと思います。私はいまでも大学で講義をしていますが、学生
たちといっしょに取り組み、彼らがずっと取り組んでいた構想が「ひらめく」瞬間を見るのが大好きです。本
当に魅力的な仕事につくには、優秀な学生でなくても大丈夫です。私がいっしょに働いた最高のエンジニアの
なかには、大学でトップの成績をとれなかった人もいます。でも彼らは、問題に対して実際に役立つ解決策を

考え出すのがとてもうまいんですよ。

私はずっと風力発電に引きつけら
れてきました。私はオーストラ
リア人。私が5歳のとき、家族

で4か月かけて国内をキャンプしてまわ
りました。母によると、私はほとんどの
時間、わくわくした様子で農場の風車を
じっと見つめ、風車が水をくみ上げる仕
組みを学んで過ごしていたそうです。

そのあと 8 歳のときに、世界が直面して
いる環境問題についてと、私たちの世代が
それを解決しなければならないことを学校
で教わったんです。授業のあと、私はとて
も腹を立てて校庭を歩きまわりました。大
人たちが、風力エネルギーのような環境問
題についての解決策に取り組むのではな
く、問題がある事を子どもたちに説明する
のに時間を無駄に使っていたからです。

大人になった私は、世界によい影響を与え
る仕事をしたいと思いました。そして今、
風力発電所を設計しています。

私の仕事では、複雑な組み合わせを考えな
いといけません。たとえば、電力を一番多
く生み出し、農業や自然への影響を最小限
におさえられるように風力発電機を配置し
ないといけません。私は自然や動物をとて
も大切にしています。母と叔母は野生動物
保護施設を運営していて、そこでは、野鳥
やポッサム、ときにはコアラの世話もして

います！　私のお気に入りの動物は、ウォ
ンバットです。

ほかにも、古くなった風力発電機をどうす
るかを考えるのも私の仕事です。ほかのす
べての機械と同じように、風力発電機も時
間がたつと傷んでいきます。オーストラリ
アでもっとも古い風力発電所のなかには、
そろそろ寿命を迎えそうなものもありま
す。私たちは、使い終わった部品のリサイ
クルと、その跡地の再利用を計画していま
す。一般的には、その場所に新しい風力発
電機を建てます。

一人で風力発電所をつくる人はいません。
風力発電所には、電力事業、金融、法律や
環境問題、地域社会、建設して維持・管理
する会社について理解している人たちが欠
かせません。つまり、いろいろな人たちと
協力して働くので、退屈することがないん
です！

風力発電をつくるのは、かなりのお金がか
か り ま す。 い ま だ と 600 万 ユ ー ロ

（９億５千万円）以上します。お金をむだ
にしないために、どこに、どうやって風力
発電所を建設するのか、長い時間をかけて
話し合います。発電した電気の値段が高す
ぎると、ほかの電力源と競争できないので。

こうした話し合いでは、すべてが思いどお

りにいくことはありません。でも、だれも
がプロジェクトの成功に関心をもっていま
す。たとえ賛成できなくても、いつも相手
に敬意をもって接することが大切ですね。
将来、別のプロジェクトでまたいっしょに
仕事をする可能性があるのですから。

私はこの分野、つまり「STEM（科学・技
術・工学・数学）」と呼ばれる分野で女性
が活躍するのを見るのが好きです。私の会
社では、女性に対しての無意識な接し方が
この分野への女性の進出を妨げていること
や、そのような体制をどうやって打ちやぶ
るかについて、積極的に話し合っています。
エンジニアになれるのは男性だけだと、い
まだに思われているなんて！

私は、若い女性たちに、科学と数学と物理
を学ぶことを勧めています。というのも、
そうした科目は、社会に大きな影響を与え
る魅力的な仕事につながる、おもしろいも
のだからです。

カトリーナ・スウォルウェル（Ka-
trina Swalwell）は、オーストラリ
アにあるオーレコン社（Aurecon）
の発電チーム主任。

ずっと風車に
魅せられて
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カトリーナ（44歳）
15



この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

長いあいだ、とくに好きな科目がなく、友だちをつくったりスポーツをした
りするためだけに学校に行っていた。でも、大きくなるにつれて、すばらし
い先生に出会い、物理が大好きになった。そして、さまざまなエネルギーの

かたちと、それをつかさどる法則に魅了されたんだ。

そのあと、電気を生み出し、輸送する方法をもっとよく理解したいと思っ
て、大学で電気工学を専攻した。そして会社を経営する方法を知るために、

経営管理学を学んだ。

でも、働きはじめて何年かしたら、エネルギーの未来は再生可能エネルギー
にしかないかもしれないとわかった。この仕事では、再生可能エネルギーに
ついての知識以外にも、さまざまな人をうまくまとめ、やる気を起こさせる

必要がある。そのためには、いろいろな言語を話せると役に立つね。

こ
とわざにあるように、お金の
なる木は生えない。でも、お
金は木の成長を助け、風力発

電所や太陽光発電所の費用をまかなう
ことができる。どれも、気候変動に立ち
向かうために欠かせません。私が働いて
いる欧州投資銀行（EIB）のおもな使命
は、温室効果ガスの排出量を減らし、す
でに起きている気候変動の影響から人び
とや場所を守るプロジェクトに資金を提
供すること。

EIB は、欧州連合（EU）27 か国が共
同で設立した銀行で、ヨーロッパの市民
に利益をもたらす大規模なプロジェクト
に資金を提供している。最近では、気候
に悪い影響をおよぼしかねないプロジェ
クトへの資金の提供をやめて、よい影響
を与えるプロジェクトに焦点をあてる世
界初の銀行になる、という重要な決定を
くだした。

だから、EIB は「EU 気候銀行」とも呼
ばれている。

この使命を最大限に果たすために、EIB
は銀行家だけに頼るのではなく、エンジ
ニア、経済学者、弁護士、環境の専門家
など、幅広い人材を雇用している。

物理学への愛に導かれて、
クリーンエネルギーの世界へ

私の仕事は、銀行の資金を最高のプロ
ジェクトに確実に使えるようサポートす
ること。銀行には、さまざまな国や地域
から、風力発電所や太陽光発電所を建設
するための資金を求める提案がたくさん
寄せられる。そうした提案を検討して、
どのアイデアを支持すべきかを考える。
私たちは昨年、200 以上のエネルギー
プロジェクトに投資し、プロジェクト全
体でおよそ 900 万の世帯にクリーンな
電力を供給した。

どれがいちばんいいプロジェクトかを判
断するために、私はチームと協力して技
術的なことを調べる。風力発電機のブ
レードの大きさは？　その地域の風の状
態に適している？　電力をどれくらい生
み出せる？

また、風力発電所や太陽光発電所が、風
力発電機や太陽光パネルを設置する土地
の自然や野生生物に害を与えないように
気を付ける。たとえば、その地域を飛ん
でいる鳥が、風力発電機のブレードの回
転の影響を受けるかどうかを調べたりす
る。

三つ目は、近くに住んでいる人がプロジェ
クトをどう思っているか、不安や疑問は

ないか、そうしたことがきちんと考えら
れているかを知ろうと心がけている。

私たちはヨーロッパの銀行でありなが
ら、もっと遠くの場所でもクリーンエネ
ルギーの発展を支援している。とくに、
アフリカの二つのプロジェクトを誇りに
思っている。一つはケニアの風力発電所
で、アフリカ大陸で建設されたものとし
ては最大のもの。もう一つはモロッコの
太陽光発電所で、この手のものとしては
世界最大級！

私がこうしたプロジェクトを誇りに思う
のは、アフリカがよりクリーンな電力を
生み出し、いまだに電気を使えない地域
に住む多くの家庭に電力を供給するのを
支援できるから。

世界に前向きな貢献をしていると感じら
れるので、私は自分の仕事が気に入って
いる。自分たちのプロジェクトが実現す
るのを見たり、チームのメンバーが向上
し、学ぶのを見たりするのが好きだ。ヨー
ロッパやほかの地域など、さまざまな国
や言語の人といっしょに仕事をするのも
とても楽しい。私は 8 つの異なる国籍
をもつ 15 人のチームを率いている。プ
ロジェクトの現場にも足をはこび、新し
い場所をたくさん見たり、さまざまな人
と会ったりしている。

いまはバスや自転車で通勤しているけど、
次に購入する車は電気自動車の予定。それ
を再生可能エネルギーで充電するんだ！

ア レ ッ サ ン ド ロ・ ボ ス キ
（Alessandro Boschi）は、ルクセ
ンブルクにある欧州投資銀行

（EIB）の再生可能エネルギー部
門責任者。
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アレッサンドロ（53歳）
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昔から勉強が大好きで、学校ではすべての科目、なかでも数学が好きでし
た。大学では経済学を4年間、そのあとは電気工学を学びました。

ブラジル風力エネルギー協会の会長として、まだまだ学ぶことはたくさんあ
ります。きっと、これからも同じだと思います。いまは水素を使った発電に
ついて学んでいます。将来的にたくさん使われることになるテクノロジーだ

からです。

協会の会長でも、企業のトップでも、研究者でも、何をめざしていてもいち
ばん大切なのは、自分のやりたいことがみんなによい影響を与えられるかど

うかをいつも考えることです。

この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

私は、ブラジルのミナスジェラ
イス州の小さな都市、イトゥ
イウタバの出身です。人生を

導いてくれたのは、いつも学ぶ力でし
た。17歳のとき、一家で、同じブラジ
ルの都市、ウベルランディアに引っ越し
たため、大学に進学できました。

大学生のときに、大学の教員を目指すよ
うになりました。その後、電力業界に就
職が決まりました。最終的には、ブラジ
ル風力エネルギー協会の会長になったの
で、これでよかったのだと思います。ブ
ラジルでは、風力エネルギーはとても重
要で、ブラジル人は風力発電をとても気
に入っています。風力発電はブラジル国
内では 2 番目の電力源で、8000 基以
上の風力発電機があります。

この仕事では、さらに多くの風力エネル
ギーを利用することで、ブラジルの未来

を明るくするのをサポートできます。幸
いなことに、私は前からずっと望んでい
たように、大学でいくつかのクラスを受
けもっています。風力やそのほかの再生
可能エネルギーについて、また、そうし
たエネルギー源がブラジルでどのように
成長しているかを大学生に教えていま
す。ブラジルでは毎週のように、風力発
電所が増えています。

私は風力エネルギー協会の会長として、
政府や企業、すべての分野の専門家と協
力して、ブラジルの風力エネルギー量を
増やそうと取り組んでいます。政治家や
企業からの風力発電についてのどんな疑
問にも答えられるようにしているので
す。私はそうした人たちに会うのを、心
から楽しんでいます。

大都市から遠くはなれた地域社会に、ク
リーンエネルギーが仕事とお金をどのよ

うにもたらすかを説明するのがとくに好
きです。
仕事をしていくには、さまざまな人と話
し、ものごとをはっきり説明できる能力
も欠かせません。これは、相手が自分と
は考えや感じ方がちがう場合にとくに重
要です。

最後に、自分の仕事が社会に与える影響
を知ることが大切です。風力エネルギー
の場合その影響がよいものだとわかるこ
とが、すばらしいです。

エルビア・ガンノーム（Elbia 
Gannoum）は、ブラジルの風力エ
ネルギー協会・アビオリカ

（ABEEolica）の会長。

社会によい影響を
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エルビア（42歳）
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この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

学生時代に好きだった科目は、物理、歴史、国語、地理、生物でした。

大学に進学したのですが、卒業はしませんでした。医師になるための勉強を3分
の2ほどしてから、自分には向いていないと気づいたのです。物理学と生物学に
転向しましたが、そのころには風力発電の仕事で忙しかったので、卒業する余裕

はありませんでした。

風力発電の技術を構築するには、物理学と人々について、きちんと理解しなくて
はなりません。

私は発明家です。気候変動に
立ち向かうために新しい風力
発電の技術を開発していま

す。1976年に私は最初の風力発電機
をつくり、1978年には、いまでも使
われている最初の近代的な風力発電機を
設計しました。当時これはまったく新し
いもので、風力発電が世界中で大きなエ
ネルギー源になるとは思いもしませんで
した。そのあと起こったことは驚くべき
ことです。最初からこの発展の一部にか
かわれたことを、とてもうれしく誇りに
思っています。

私が風力発電機をつくりはじめたのは、
気候変動が理由ではありませんでした。
デンマークが中東の産油国からエネル
ギーを輸入するのではなく、自分たちで
エネルギーを生み出せるようにしたかっ
たからです。

気候変動への心配が本格的に広がったの
は 1980 年代後半のことでした。風力
発電がこの問題への答えだとすぐに気づ
いた私は、それ以来、デンマークの中堅
企業よりずっと大きな何かの一員である
気がしています。

私は、気候変動にはとても重要な解決策
が二つあると信じています。

一つは、化石燃料から大気中に放出され
る二酸化炭素の排出を止めること。これ
は、化石燃料を再生可能エネルギーに置
き換えることで実現できます。

もう一つは、大気から二酸化炭素を取り
出すシステムをつくること。

クリーンエネルギーによる解決策はすで
にかなり進んでいますが、大気から二酸
化炭素を取り除くテクノロジーには、ま
だ多くの取り組みが必要です。

風力は重要な再生可能エネルギーです。
風車は 1000 年以上前から使われてい
ます。発電用につくられた最初の風車は、
1890 年ごろにスコットランドのジェ
イムズ・ブライスとデンマークのポール・
ラ・クールによって発明されました。
1940 年代にはいま使われている風力
発電機により近い形になり、1970 年
代に現在使用されている現代的な姿の風
力発電機が登場しました。

私が発明家になったのは偶然からです。

少し試しただけで、新しいものをつくる
のが得意だとわかりました。私はエンジ
ニアではありませんが、エンジニアのよ
うに働くのがとても楽しいです！　私の
仕事でいちばんおもしろいのは、チーム
で協力しあって新しい解決策を考えてい
るときです。実際に私は、気候問題の解
決策を考えなければならない、雇用を生
み出さなければならない、楽しくなけれ
ばならない、と会社案内に書いています！

上司であることには、よい面とそうでな
い面があります。いちばんいい方法を自
分で決められ、自分のところで働いてい
る人たちが仕事に満足しているのを確認
できるのは、よい面だといえます。でも、
すべての責任を自分が負うという意味で
は、悪い面もあり、きちんと仕事をしな
いと多くの人に迷惑がかかるかもしれま
せん。

ヘンリク・スティースダル（Henrik 
Stiesdal）は、発明家であり、デン
マークのスティースダル・オフショ
ア・テクノロジーズ社（Stiesdal 
Offshore Technologies）の創業者兼
責任者。

新しいものをつくろう
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ヘンリク（63歳）
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この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

学生時代は、フランス語、数学、物理が大好きでした。
大学に行くと、まず電気工学を学び、それから電力シス
テム工学を選びました。次に、風力発電機のための電気

工学を学んで、この二つを結びつけたのです。

仕事が変わったら、そのたびに必要なスキルも変わりま
す。私の場合、初めのころは、エンジニアのスキルがあ
れば大丈夫でした。そのあと、プロジェクトを管理する
ようになると、計画と組織をまとめる能力が必要になり
ました。上級管理職になってからは、いろいろな人とう
まく付き合うことと、強いチームを組んでみんなのやる

気を上げることが大切になりました。

すばらしい先生が
私の人生を変えた
あなたの周りにいる先生の言う

ことをよく聞いてみてくださ
い！　私の家族にはエンジニ

アは一人もいませんが、大学で何を学ぶ
かを考えていたとき、物理の先生から工
学はどうかと勧められました。先生のお
かげで、いまの私につながるすばらしい
道に進むことができ、とても感謝してい
ます。

私は、太陽光発電所や風力発電所を建設
したり、電力網を運営する人たち（送配
電事業者）に技術的なアドバイスする
DNV という会社で働いています。たとえ
ば、風力発電所がエネルギーをどれだけ
生み出すのか、どれくらいの期間持続す
るのか、どこに設置するのか、電力網を
どのように適応させるのかを、送配電事
業者が知りたい場合があります。そうし
た質問に答えるために私たちが計算しま
す。質問に対して正確にすばやく答える
方法を見つけ出す責任が私にはあります。

私が取り組んでいるなかで、もっとも重
要なプロジェクトは、「デジタル・トラ
ンスフォーメーション」と呼ばれている
ものです。これは、コンピューターを使っ
て人間よりも速く、すぐれたことをおこ
なう方法を見つけることです。学校がぶ
あつい百科事典やごちゃごちゃ書かれた
黒板を使う代わりに、コンピューターや
デジタルホワイトボードを使うようなも
のです。このような科学技術の変化は、
この 30 年のあいだの風力業界でとても

印象に残るものでした。現在の風力発電
機は、私が働きはじめたころと比べて、
40 倍以上も強力になっています。それ
ほど重要ではなかった風力エネルギー
が、電気を供給することで大きな役割を
果たすようになったことに私はとてもわ
くわくしています。

イギリスでは、以前は風力発電機が嫌い
な人が多かったのですが、いまでは海上
に風力発電機がたくさんあり、電力の
15 パーセント以上を風力から得ていま
す。スペインでは、20 パーセント以上
にもなります。このような大きな変化の
なかで、なんらかの役割を担えることに、
わくわくします。

私の仕事のおもしろいことの一つは、世
界じゅうの人と仕事ができることです。
午前中にインドの人と話したと思った
ら、午後遅くにはアメリカのカリフォル
ニアの人と話す。私はこうした文化の多
様性が大好きです！

世界じゅうの人が、気候変動を気にかけ
ています。自分にはたいしたことはでき
ないと感じている人も多くいますが、変
化をもたらすために私たちができること
は、たくさんあります。たとえば、各国
の政府に対して二酸化炭素の排出量の削
減をはっきりと求め、気候変動への対策
を促すことができます。

それを実現するために、地元の政治家に
手紙を書きましょう。風力発電所や、電
気自動車を利用しやすくするための充電
ステーションをたくさん作ったり、自転
車で走行しやすくするための安全で便利
な自転車専用レーンの設置をお願いしま
しょう。

ルーシー・クレイグ（Lucy Craig）
は、オランダにあるDNVエネル
ギーシステムズ社の成長・イノ
ベーション部門の上級役員。
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ルーシー（56歳）
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この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

いちばん好きな科目だったのは、数学、物理、自然、芸
術。文学と科学はたがいに補い合っている。文化と芸術
のおかげで、私たちは科学的で創造的な思考を養うこと

ができる。

私は、中国の西北工業大学で空気力学を学び、そのあと
で英語とロシア語も楽しく勉強した。

この仕事では、科学の実験をきちんとやらないといけな
い。優秀な科学者になるには、自分の夢を信じなくち
ゃ。努力して、忍耐強く、創造性を働かせ、そしていつ
も向上したいと思い続ける事が大切。団結心と、健康な

からだも必要。

科学と創造性によって
健康な地球にしよう
地球を守るには、まずは自分た

ちから始めなくちゃ。私は生
涯、この信念を守りつづけ

て、いまでは80歳！

私の仕事は、環境を守り、気候変動をお
さえ、グリーンエネルギーを生み出して
健康と福祉を向上させることをめざしな
がら、風力エネルギーの最適な利用方法
を開発すること。私は自分の仕事をとて
も愛しているし、そういうことって、私
の人生でとても大事なことだから。

私はおもに科学的な調査をして、大学生
が風工学と空気力学（物体の周りの空気
の運動）について学ぶのをサポートして
いる。図書館やオフィスで本をたくさん
読んだり、風洞（人工的に風を発生させ
る装置）で実験をしたり、教室での講義
や学生の指導をしたり、自宅で論文やレ
ポートを書いたり。

2000 年ごろ、気候変動への対応や、
二酸化炭素の排出量の削減がどれほど重
要か、私のなかではっきりした。化石燃
料を再生可能エネルギーに置き換え、温
室効果ガスを削減しなくてはいけない。
それを実現するには、さまざまな人の協
力が欠かせない。世界風力エネルギー協
会のリーダーとして、ビジョンをもち「全
体像」を見る必要がある。

つまり、オーケストラの指揮者のように、
共通の目標のために働きながら、チーム
の一人一人をまとめ上げなくちゃならな
い。仲間のめんどうを見ながら、自分の
やっていることを信じなくてはいけな
い。

仕事でも私生活でも、私はこの目標に
沿って生きている。二人の孫を連れて風
力発電所を訪れて学ぶことで、孫たちは、
自分たちの生活のなかで地球を守るって

いうのがどういうことかがわかった。　
地球をきれいで健全な状態に保つには、
再生可能エネルギーを開発し、利用しな
ければならないことを、すべての若者に
わかってほしい。

ホー・デクシン（He Dexin）は、
世界風力エネルギー協会の名誉
会長、中国風力エネルギー協会
の名誉理事。
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ホー（80歳）
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炭鉱労働者の友

数学が好きでした。学校の合唱団にも参加していました。それも好きで
した。

私は三つの大学に行き、政治学とEU法を学びました。勉強を終えるの
に6年かかりましたが、また大学に戻れたらいいなと思っています。学

ぶことが大好きですし大学では親友もできたので。

私の仕事でもっとも重要なのは、聞くこと、読むこと、書くこと、そし
て話すことです。複雑な法律の文書をすばやく理解し、交渉し、スピー
チを書き、国や背景の異なる同僚や関係者とコミュニケーションをとら
なくてはなりません。ポーランド語、フランス語、英語が得意ですし、

スペイン語とブルガリア語もそれなりに話せます。

この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

私はいつもだれかの役に立ちた
いと思っていました。子ども
のころは女性警察官になるの

がいちばんだと考えていたのですが、炭
鉱地帯の支援をすることになりました。

気候変動による地球温暖化を止めるには、
石炭を掘って燃やすのをやめて、風力や太
陽光などのクリーンなエネルギー源を使わ
ないといけません。つまり、ポーランドの
カトヴィツェのような地域の炭鉱労働者は、
新しい仕事を見つける必要があります。

欧州委員会での私の役割は、そうした地
域に新しい仕事や機会を生み出すのを支
援することです。私には、仕事が減って
いる化石燃料業界で働いた経験がたくさ
んあります。この経験が欧州委員会にきっ
と役立つと、いまの私の上司は考えたの
です。

欧州委員会は、ベルギーの首都のブリュッ
セルに拠点があり、欧州連合27か国のす
べてに適用される法律や規則を提案し、施
行しています。欧州委員会は、欧州大陸を
クリーンで持続可能な生活の場にするため
に、欧州グリーンディールの実施に取り組
んでいます。私はこの大規模な仕事をまと
めるチームの一員です。

ヨーロッパの炭鉱では、18万人が働いてい
ます。私が一人で全員を助けることはでき
ませんが、欧州委員会は、各国政府や地域
がこうした人たちのために新しい雇用を生
み出すのを支援することができます。その
ための方法を提案するのが、私の仕事です。

炭鉱労働者は、自分は炭鉱でしか働けない
と思っていることが多いのですが、実際には、
彼らはとても熟練の労働者です。高度な機
械を操作する訓練を受け、厳しい状況で働き、
健康と安全に関するルールを尊重していま
す。熟練の電気技師もたくさんいます。再
研修を少し受ければ、たとえば、風力発電
機の技術者としてすぐに働くことができる
でしょう。

2050年までに、ヨーロッパの国が気候や
環境に悪影響を与えないようにするのが目
標です。そうすればみんなが安全で健康的
な生活を送れるようになります。しかし、
このビジョンを達成するには、再生可能エ
ネルギーにかかわる新しい仕事につくのに
必要な技術をみんなが身につけなくてはな
りません。

私は、母国のポーランドと自分の家族に深
いきずなを感じていますが、ちがう国で勉
強し、働き、暮らし、異なる文化をもつ人
と会い、別の言葉を話し、ちがう生活をし
たいとずっと思っていました。ポーランド
で暮らしていたころは、民族の多様性がほ
とんどなく、だれもが同じように見えました。
そこで私はほかの世界がどうなっているの
かを知りたくなったのです。

15歳のとき、フランスに行ってホストファ
ミリーと暮らしました。そこで高校に通っ
て勉強をしたのです。それから、ウェール
ズのカーディフとベルギーのブルージュに
住み大学に通いました。そのあと、イギリ
スのロンドンに移り働きはじめました。

私は炭鉱地帯の出身です。祖父の父親はベ
ルギーの炭鉱で季節労働者として働き、祖
父はいまでも炭鉱のブラスバンドで演奏し
ています。そのため、仕事でヨーロッパ各
地の炭鉱地帯をまわり、文化のちがいがた
くさんあるのに類似点もたくさんあること
がわかり、とても興味深く感じました。

アレクサンドラ・トムチャク
（Aleksandra Tomczak）は、ベ
ルギーにある欧州委員会の上級
副委員長官房のメンバー。
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アレクサンドラ（34歳）
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いちばんは数学でしたが、理系の科目は全部好きでし
た。大学で航空宇宙工学を8年間学びました。風力エ
ネルギーには、たくさんの専門分野がかかわっていま
す。空気力学（物体のまわり空気の運動を研究）、構
造、素材、電気工学など、さまざまな知識や技術を組

み合わせなければなりません。

再生可能エネルギーにかかわる仕事をしたいのなら、
工学や数学の知識があるといいでしょう。もっと専門
的にやりたい場合、風力エネルギーの講座を受けれ

ば、本当の専門家になれます

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

ヘリコプターから
風力発電機へ
私は、大学で風力エネルギーの仕

組みを教えています。学生、科
学者、エンジニア、研究者とと

もに仕事をしています。学生はとても熱心
で、同僚はアイデアと創造性にあふれてい
ます。大学の科学の教授として働くのは、
はかなり退屈だと思われているようです
が、そんなことはありません。何かを生み
出して、新しいアイデアを考え出さなけれ
ばなりません。

以前は、飛行力学の教授をしていたのでヘ
リコプターの仕事が多かったです。ヘリコ
プターはとても複雑で高度な機械ですが、
ヘリコプターを飛ばす技術の一部は、風か
らエネルギーを生み出すためにも使われて
います。

私にとって、風力エネルギーは、わくわく
するような新しい分野です！

大学の教授として、教える時間より研究す
る時間を多くとっています。ですが、教え
るのが楽しいこともあります。

たとえば、風力エネルギーがどのように働
くかを学生たちに説明するために、風力発

電機の模型を使います。学生たちは「風洞」
（人工的に風を発生させる装置）  で実験を
おこなうために、こうしたミニチュアの風
力発電機を使用するのです。そうやって実
際に風力発電機に何が起こるかを試してみ
て、学生たちは風洞と模型を使ってさまざ
まな興味深い実験をおこないます。

そんなわけで、私の講座は学生たちにとて
も人気があります！

カルロ・Ｌ・ボッタッソ（Carlo 
L.Bottasso）教授・博士は、ドイツ
にあるミュンヘン工科大学の風力
エネルギー学科長。
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カルロ（58歳）
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数学と経済学とフランス語が大好きでした。大学では4年
間、ビジネスとフランス語を学び、それから１年かけて、
（企業の資金管理を支援するために）会計学の修士号を取

得しました。

協力しあえば多くのことを達成できるので、私にとって
は、人をうまく管理することが重要です。同僚を励まし、
やる気を起こさせるのが得意でないと。そのために、わ
かりやすく説明し、きちんと耳を傾ける必要があります。

「興味のあることを勉強し、そこから始めよう」と、先生
からアドバイスされたのを覚えています。私はそれを、だ
れかに伝えたいと思っています。楽しいことや、興味のあ
ることをして、一生懸命にがんばれば、好きな仕事につけ

るようになります。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

私が初めて気候変動について耳
にしたのは、中学校に入学し
た12歳のときでした。でも、

農場で育った私は、田舎や、そこに住む
野生動物の世話をすることの大切さをい
つも強く意識していました。

父も祖父も農家です。二人は農家は「大
地の守護者」だとよく話していました。
父は、「大地の守護者」とは、土地を守
りよりよい状態で次の世代に引き渡す責
任があることだと説明してくれました。

この考え方のおかげで、私たちは人間と
して地球を傷つけるのではなく、私たち
自身や子どもたちのために、地球をより
よくしていく責任があることを思い出し
ます。

私は、気候変動が実際に起きていること
や、発電の仕方を変えなければならない
こと、この問題を解決するには再生可能
エネルギーが重要であることを知ってい
たので、再生エネルギーの会社に入りま
した。12 年前に会社の財務チームで働
きはじめて、何年もかけて会社のトップ

まで上りつめたのです。

ものごとをよくするために働いているこ
とに、私は満足しています。私自身だけ
でなく、すべての子どもたちのために、
よりよい未来をつくることをめざしてい
ます。「気候変動は人類が直面した大き
な課題でしたが、みんなで協力して対策
に取り組んだので解決しました」と、子
どもたちに過去形で話す世界を私は想像
します。その思いが、毎日のやる気につ
ながっています。

私は、最高経営責任者（CEO）として
風力発電や太陽光発電のプロジェクトを
つくりあげる会社全体をまかされていま
す。私の会社は、チリ、南アフリカ、ア
ジアにもオフィスがあるので、世界じゅ
うの同僚と話すことに長い時間をかけて
います。

私は、会社でも家でも、いつもとても忙
しくしています。幼い子どもが 3 人い
ますが、母親でありながら大きな会社を
経営するのは難しくないですか、とよく
聞かれます。難しいかもしれませんが、

母親であっても女性が会社を率いるの
は、男性より難しいとは思いません。

子どものころからずっと女性は男性と同
じことができると思っていました。男性
ばかりのオフィスに私しか女性がいない
としても、その状況を変えるために、私
にも何かできると思いたいのです。

私の娘が就職するころには、オフィスに
女性が一人だけなんてことがめったにな
いようになっていてほしいものです！

メ ア リ ー・ ク ワ ニ ー（Mary 
Quaney）は、アイルランドにあ
るメインストリーム・リニュー
アブル・パワー社（Mainstream 
Renewable Power）のグループ
CEO。

大地の守護者
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メアリー（42歳）
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歴史と哲学が好き。大学に行き、経済学と政治学を12年間
勉強して、三つの大学を卒業したんです。

私の仕事でおもに必要になるのは、文章力、経済の理解（ど
のように資金をつくり、それをどう使うか）、チームをリー
ドする力、各国のエネルギー需要の把握、戦略的思考（さま
ざまなものごとが長期的にどのように作用しあうかを考える

こと）です。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

幼いころから私は、美しい地球の
あらゆるところが自分の居場所
だと感じていました。アルジェ

リア人の父親がいるのでアフリカ人であ
り、チェコ人の母親がいるのでヨーロッパ
人でもあります。私はチェコ共和国のテプ
リツェという小さな町で生まれました。そ
こは森に囲まれたすばらしいところです。

いまは、海と砂漠に囲まれたアラブ首長
国連邦の首都アブダビで暮らしていま
す。ここには森なんてありません！　ア
ルジェリア、フランス、オーストリア、
アメリカでも暮らしたことがあるので、
アラビア語、チェコ語、フランス語、ド
イツ語、英語の 5 つの言語を話せます。

私はいま、IRENA（国際再生可能エネ
ルギー機関）の知識・政策・金融センター
の所長をしています。このセンターは、
再生可能エネルギーを増やすために各国
政府が何をすべきかを研究していて、
IRENA は各国の持続可能なエネルギー
への移行を支援しています。

仕事をしていてもっともおもしろいの
は、将来の世代のために地球を守るには
再生可能エネルギーの利用を増やす必要
があると各国政府を説得することです。

同僚と私は国のエネルギーについて決定

をくだす立場にある重要な人物と話をし
ます。その地域の状況や、再生可能エネ
ルギーの利用方法を研究して、再生可能
エネルギーをたくさん生み出すいちばん
の方法を提案するのです。

だれもが、照明、暖房、移動に使うエネ
ルギーを必要としています。冬には暖か
く、夏には涼しく過ごし、携帯電話の充
電をしたり、テレビゲームをしたり、お
いしいケーキを焼いたりするために、私
たちにはエネルギーが欠かせません。風
や太陽や、そのほかにも自然から得られ
るエネルギーがいちばんなのは、地球を
汚染しないからです。

エネルギー分野では気候変動を引き起こ
す石油、石炭、天然ガスからの二酸化炭
素排出量の 70％を占めています。（石
油、石炭、天然ガスから電力を作るとき
は二酸化炭素を排出します。）再生可能
エネルギーによって、二酸化炭素の排出
量を大幅に削減できるのです。

再生可能エネルギーは、クリーンエネル
ギーを供給するだけでなく、たくさんの
仕事を生み出します。

ほかのすべての分野と同じように、再生
可能エネルギーの分野では、さまざまな
才能をもった人が必要です。もちろん、

女性の力も欠かせません。エネルギー関
連のほかの業界と比べると、再生可能エ
ネルギー業界では多くの女性が働いてい
ますが、さらにたくさんの女性の力が求
められています。医師、エンジニア、宇
宙飛行士、会社の取締役など、どんなも
のにでもなれるチャンスが、女性にも与
えられるべきなのです。

ラビア・フェルーキ（Rabia 
Ferroukhi）は、アラブ首長国
連邦にある国際再生可能エネル
ギー機関（IRENA）の知識・政策・
金融センター所長。

未来の世代のために
地球を守る
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いちばんは物理でしたが、文学や歴史も好きでした。卒業後フランスで二つの
工業学校に通って合計で6年間勉強したのですが、途中で休まなくてはならな

かったので、2年間の勉強を3回しました。

洋上風力発電プロジェクトには何年もかかるので、次に何が起こるかを計画で
きる予測力が最も必要とされる重要な能力です。

私の仕事で2番目に重要なスキルは、さまざまな人をまとめることでしょう。
たとえば、財務担当者がエンジニアや採用チームとコミュニケーションをとる

のをサポートすることです。

最後に、前向きなエネルギーと情熱をもって仕事に取り組むことです。人は好き
なことしかうまくやれないので、やる気があって楽しい仕事をするのが大切です。

この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？

すべての道は
海に通じる
海は、私の人生でただ一つ変わ

らない大きなものです。私
は、近くに海がないフランス

の小さな都市で生まれたのですが、いつ
も船を走らせてきました。海はもっとも
自然を感じられる場所です。いまは、家
族といっしょに、デンマークの東海岸の
オーフスという街で暮らしています。船
に乗るにはぴったりのところです。クリ
ーンな発電に利用できるよう、風力発電
機を海に設置する仕事をしています。私
にとって、これは完璧な仕事です！

以前は、洋上の風力発電機を見に行って
いたのですが、いまはビッグボスとして、
つまり最高経営責任者（CEO）として、
ほとんどの時間をオフィスと会議につい
やしています。でも、機会があれば、顧
客といっしょに海に逃げたいですね！

風力発電機を海に設置するのは、レゴで
巨大な建造物をつくるようなものです。
部品がかなり重いので、精密さが求めら
れます。各ブレードの重さは 1 枚あた
り 40 トン。ゾウ 10 頭分ぐらいの重量

です。ブレードを取りつけるナセル（風
力発電機の上部にある小さなボックス）
の重さは 500 トン以上あり、ゾウだと
100 頭分にもなります！！

工事には、大きな部品を持ち上げるとき
に船が安定するよう、海底まで届くほど
長い脚がついた特殊なボートに、クレー
ンを備えつけて使います。まずは、足と
なる土台をつくり、その上に風力発電機
の胴体になる高いタワーを組立て、いち
ばん上には、発電機の頭というか顔にな
るナセルを設置します。最後に、顔でい
うと鼻にあたる部分に 3 枚のブレード
を取りつけます。

将来、風力発電機は、いまよりさらに大
きくなるかもしれません。ですが、見た
目はもっとシンプルになるでしょう。風
力発電機の数はかなり増えるので、それ
らを設置して運転しつづけるには、でき
るだけ簡単な方法を見つけなくてはなり
ません。すべての風力発電機に同じ部品
を使い、点検や修理にはロボットやド
ローンを使う必要があるでしょう。

こうした海洋テクノロジー（洋上風力発
電）は、地球温暖化の原因となる二酸化
炭素の排出削減に役立つため、私がして
いる仕事はとてもエキサイティングで
す。気候変動を止めることはできないか
もしれませんが、気候変動の影響を小さ
くすることにより、何百万人もの命を危
険にさらさずにすみます。地球上でもっ
と持続可能なかたちで暮らすために、あ
らゆる知性と努力を注ぎ込まなくてはな
りません。地球が私たちの故郷であり、
代わりはないのですから。

フィリップ・カファフィアン
（Philippe Kavafyan）は、デンマー
クのMHIベスタス・オフショア・
ウィンド社（MHI Vestas Offshore 
Wind）の元CEO。
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昔から科学が好きで、子どもの
ころは宇宙についての話題に
興味がありました。いちばん

印象に残ったのは、ロケットを打ち上げ
るとき。とくにカウントダウンのときに
管制塔にいる人たちの映像です。私は、
かつて夢見ていたようにNASAで働い
ているわけではありません。ですが、電
気技師として働けてとても幸せです。

発電機や送電線、エネルギー消費に関す
ることなど、電気にかかわるインフラに
ついての調査をおこなっています。企業
や政府が再生可能エネルギーについて意
思決定するのをサポートするためです。

風力発電機には、きちんと知っておかな
くていけないケーブルがたくさんありま
す。管理システムに使われるケーブルも
あれば、通信やバッテリーに使われる

ケーブルもあります。

いちばん重要なのは、ナセル（タワー上
部にあるボックス）内の発電機から地上
の変圧器まで電気をはこぶケーブルで
す。このケーブルはかなり頑丈でないと
いけません。風力発電機の上部は、風向
きに合わせて回転するので、ケーブルに
はかなりのねじれが加わるのです。

この仕事につくのは大変でした。女性だ
からエンジニアにはなれないと、何度も
言われました。でも、そんなことには耳
を貸しませんでした。その代わりに私は、
一生懸命勉強して、いい友だちをたくさ
んつくり、大学を卒業して、興味のある
分野、つまりエネルギーにかかわる仕事
を見つけたのです。アルゼンチンでは、
女性はまだ男性と同等に見られていませ
んが、女性の能力について多くの古い偏

見が見直されるという画期的な流れがあ
ります。数年後にはもっと平等になって
いると私は確信しています。

ナタリア・サクル（Natalia Zacur）
は、アルゼンチンの電気コンサル
タント。

かなりねじれる、
頑丈なケーブル

好きだったのは、数学と物理と音楽。電気技師になるために大
学に行きましたが、最近、風力エネルギーを専門とする再生可
能エネルギーの修士号をとるために、勉強を再開しました。

私がしている仕事では、応用科学（実用的な科学）と数学に
詳しく、計画的に考えることができ、チームでの仕事が得意
な必要があります。私は好奇心が強く、新しいことを学ぶの
が好きです。人前で話したり、さまざまな人に技術的なこと

を説明したりするのも得意です。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？
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インドの学校にいたころ、数学がぼくのお気に入りの科
目でした。数学は、正しいか間違っているかがはっきり

しているからです。

卒業後、ぼくは三つの大学に行きました。最初はインド
で機械工学を、それからアメリカに渡り、化学と工学と
ビジネスを学んだのです。大学では合計9年間過ごしま

した。

ぼくがしている仕事では、たくさんのことを同時にやり
くりしていくので、ものごとを計画的に進めなくてはな

りません。仕事に情熱をそそぐ注ぐことも必要です。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

地球を救うことは
よいビジネスになる
環境に優しい再生可能エネルギ

ーを世界にもたらす企業で働
いています。ポジティブな影

響を与えられる仕事につくことをずっと
夢見ていたので、環境に優しいプロジェ
クトによって、何世代にもわたって地球
を守りながらお金を稼ぐことができるこ
とを世の中に示せて、満足しています。

実際に自分でソーラーパネルや風力発電
機をつくっているわけではありません
が、化石燃料よりも再生可能エネルギー
にお金をかけたほうが、長期的に見ると
人類や気候にいい理由をみんなに説明し
て、自社製品の販売に貢献しています。

たとえば、家を買うと何年もかけてその
代金を支払います。長期的に再生可能エ
ネルギーを購入するのは、石油や石炭に
お金を使うよりずっと価値があるという
ことを、お客さんに説明するのが重要な
のです。

ぼくは、お客さんと会うのが好きです。
お客さんが抱えるエネルギー問題につい
て知り、テクノロジーの力でその問題を
解決する方法について話すのが好きです。

そのほかにも、仕事でいろいろな土地に
行けるのも気に入っています。幸運なこ
とに、これまで 40 か国を訪れました。
インドで生まれ育ち、フランスで過ごし、
いまはアメリカで暮らしています。

新しい文化を学ぶのは、とてもおもしろ
いです。ぼくがウクライナ系アメリカ人
と結婚したのもそれが理由かもしれませ
ん。英語と簡単なロシア語、それにイン
ドで使われているタミル語とヒンディー
語の４つの言語を話せます。ぼくの妻は
ウクライナ語を話すので、わが家はかな
り多言語です！

ぼくの子どもたちが地球のことを気にか
けているのもとても誇らしく思っていま

す。13 歳の娘は環境活動家で、7 歳の
娘はベジタリアンです。ぼくは妻といっ
しょに子どもたちに気候を守ることの大
切さを教えようとしています。ぼくの車
は電気自動車ですが、ほとんどの電気は
家の屋根にあるソーラーパネルで発電し
ています。

大学時代に太陽エネルギーについて教え
てくれた教授がいて、太陽エネルギーに
どれだけの可能性があるか、ぼくらにレ
ポートに書かせました。それがきっかけ
で、再生可能エネルギーに興味をもち、
いまのぼくがあります。その教授に会え
たことは幸運でした。

バルキー・アイアー（Balki Iyer）は、
アメリカのイオス・エナジー・スト
レージ社（Eos Energy Storage）の最高
商務責任者。
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いちばん好きな科目は英語です。新しい言葉を学ぶのが、とく
に楽しかったです。英語によって法律の道に導かれ、法律によ

って風力発電の世界にたどりついたのです。

大学で7年間学び、法律の学位を三つと、経営学の学位をとりま
した。

いまの仕事をするのにいちばん重要な能力は、戦略的に計画を立
ててものごとを分析し、うまくコミュニケーションをとり、人と

協力しあい、チームの人材を適材適所に配置することです。

仕事を選ぶときに重要なのは、自分が生まれつき得意としてい
ることと、喜びを感じることが何かを、自分に問いかけることで
す。そうすれば、きっと、満足のいく仕事を見つけられます。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

「再
生可能エネルギーはすばら
しいが、費用がかかりすぎ
る」と昔はよく言われたも

のです。それがこの 10 年で信じられな
いほど変わりました。再生可能エネル
ギー、とくに風力は、石炭や原子力、そ
のほかのすべてのエネルギー技術と競争
できるようになりました。

私は、アフリカ全土、とくに私が暮らし
ている南アフリカで風力発電機の販売を
しています。人のもつ権利を守りたかっ
たので、まず法律を勉強し、それから経
営を学びました。ちょうど勉強を終えた
ころ、南アフリカで再生可能エネルギー
計画がスタートしました。そうして私は、
再生可能エネルギーの分野に足を踏み入
れることになりました。

いまの仕事をするには、法律を勉強した
ことが役に立っています。まず、ものす
ごい量の契約を扱う仕事がたくさんあ
り、それに対処できるように訓練を受け
ました。また、汚職防止法や贈収賄防止
法の意味をよく理解し、うっかりルール
を破らないようにするために何をすべき
か、何をするべきでないのかを、私はよ
く知っています。何より大切なのは、特

定の状況で重要な問題を、法律によって
すぐに特定できることです。

風力発電機を販売するのは、さまざまな
技術的な問題点と、それぞれの立地とお
客さんの事情が関係する複雑な仕事で
す。データや技術だけではなく、人びと
の生活や政治とも関係しています。

たとえば、再生可能エネルギーは石炭の
代わりになろうとしていますが、南アフ
リカやいくつかの国では、石炭を頼りに
する仕事や環境がまだたくさんありま
す。みんなその点について心配している
のです。私たちは、そうした不安を考慮
して、クリーンエネルギー事業が雇用を
生み出し、地元の商品や製品を購入する
ことによって、地域の発展に積極的に貢
献しなければなりません。

風力発電機の販売は、地元の小さな会社
や国際的で大きな電力会社など、風力発
電所を建設したいと考えているお客さん
から連絡があって始まります。彼らは、
風の状態など、建設したい場所の詳しい
情報をもっています。私たちは、お客さ
んのニーズにもっとも適したタイプの風
力発電機を提案し、お客さんは私たちの

提案を他社と比較します。そこで難しい
問題に突きあたるかもしれません。とい
うのも、ほかの企業の内部がどうなって
いて、どんな風力発電機をいくらぐらい
で提供しているか、それをどのように決
定しているか、私たちにはまったくわか
らないからです。

私たちが販売する風力発電機が、環境を
そこなわずに、たくさんの人のために発
電できるのが、私にとってはうれしいこ
とです。私たちの風力発電機は巨大です。
発電機１基で、約 4000 世帯にじゅう
ぶんな電力を供給できる、6 メガワット
の電力を生み出せます。風力発電は未来
のある分野なので、子どもたちに目を向
けてもらいたいと思っています。地球上
にはすばらしいチャンスがたくさんあり
ます。

トニ・ビュークス（Toni Beukes）は、
南アフリカにあるゼネラルエレクト
リック社（GE）の陸上風力部門の再
生可能エネルギー・セールスリー
ダー。

法律から風力発電の
道へ
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ドローンと夢
仕事というのは退屈なものでは

だめ！　だから私は、できる
だけ楽しく、新しいことを学

びつづけるようにしている。

私の仕事には三つの業務がある。まず、
世界じゅうの風力エネルギープロジェク
トの開発に力を貸すこと。風の量が正し
く予測され、すべての場所で適切な種類
のタービンが使われているかを確認する
んだ。そうすると、これから先 25 年か
ら 30 年間のエネルギー生産を計画でき
る！

二つ目は、落雷を受けてブレードが損傷
するなど、風力発電機のどこかに問題が
生じたときに、同僚をサポートすること。
三つ目は、風力発電機ができるだけたく
さんのエネルギーを安定して生産できる
方法を見つけること。たとえば、ドロー
ンを使ってブレードをチェックし、ひび
割れなどの損傷がないかを点検する。

私がいちばん好きなのは、風力テクノロ
ジーに情熱を傾ける世界じゅうの人たち

と会うこと。そうすると新しいプロジェ
クトにつながることもあるので、経験を
伝えあうのが好きなんだ。

私たち全員が協力すれば、気候変動が手
に負えなくなるのを食い止められるほど
の再生可能エネルギーを、きっと導入で
きる。

私が風力エネルギーに取り組み始めたの
は、9 年前に大学を卒業して、いまの会
社に入ってから。カメラやドローンを
使って、ブレードやその点検方法を調べ
はじめた。とてもわくわくしたので、そ
れをいつもやってみることにした。風力
エネルギーは絶えず進化していて、風力
発電機のサイズは 10 年で 2 倍以上に
なった！　こうした変化を見るとやる気
が出るので、私はとても気に入ってい
る！

子どものころは、宇宙飛行士になりたい
と思っていた。宇宙や太陽系、それに新
しい世界を発見できる可能性に魅せられ
ている。いまでも、夜空を見ると夢を見

る。気候変動対策を急いでおこなう必要
があり、再生可能エネルギー技術はその
一環だ。私はこの活動に積極的に貢献し
たい。

できるだけ夢を追いかけよう。なぜなら、
そうするだけの価値があるのだから。大
人になると視野が大きく広がるので、夢
を追いかければ、道に迷わずにすむ。す
べての夢がかなうわけではないけど（私
も宇宙飛行士にはなれなかった）、自分
が成し遂げたことに満足しているし、い
までも宇宙に興味をもっている。

ニコラス・キエヴィ（Nicolas 
Quievy）は、ベルギーにあるエ
ンジー社（Engie）の陸上風力
テクノロジー部門マネジャー。

学生時代は、科学、とくに化学と物理、それに数学が好きな科目。ベル
ギーの工学部に通って、数学、物理、化学をたくさん学んだ。

学位を取得するのに5年かかり、そのあと博士になるためにさらに5年
勉強した。

風力エネルギーの仕組みを理解しないといけないので、私の仕事には科
学が欠かせない。とはいえ、それ以外にもデジタル・テクノロジーや口
頭でのコミュニケーション、文書の作成、チームでの作業などについて

も知っておく必要がある。

再生可能エネルギーの分野で働きたいと思うなら、テクノロジーの基礎
を学び（もう始めてもいい）、好きな科目の授業がある最高の学校を見
つけ、つねに新しいことを学ぼうとする好奇心をもつこと。それが私か

らのアドバイスだ。

これからの時代は、テクノロジーとデジタルが混ざりあっていく。準備
をしておくように！

この仕事をするために、何を学ぶ必要がありましたか？
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ニコラス（38歳）
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クラウドのための
クリーンエネルギー

好きだった科目は、歴史。パリで公共問題、広報、経済
学を学び、行政学の学位を取って卒業したあと、フラン

ス政府で数年間勤務。

いまの仕事でいちばん重要なのは、問題解決、交渉、 
マルチタスク。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

私は、5大陸のすべてに住んだこ
とがあるので、ちょっとした
遊牧民（ノマド）なの。母は

インド人で、父はフランス人。フランス
のディジョンで生まれたけれど、いまは
アメリカのワシントンDCに住んでる。
インド、アルジェリア、モロッコ、イギ
リス、スペイン、イタリア、ベルギー、
オランダ、ケニアで暮らしたことも。こ
うしていろいろな場所に移り住んで、は
っきりしたことがある。それは、私たち
が一つの惑星にいっしょに暮らしている
こと。そして、気候変動を止めるには、
みんなで力を合わせる必要があること。

私は、テクノロジー企業大手のマイクロ
ソフトで、持続可能なクラウド設備をつ
くりあげる支援をしている。複雑に聞こ
えるかもしれないけど、「クラウド」っ
ていうのは、基本的にインターネットと
情報が（自宅やオフィスのコンピュー
ターの強力なバージョンのような）大き
なサーバーに保存されている場所のこ
と。そうしたサーバーを動かしつづける
には、大量の電力が必要になる。

私のチームは、クラウドに必要なエネル
ギーを削減し、クラウドが使用するエネ
ルギー源を、風力や太陽光などのクリー
ンなエネルギーから得られるように取り
組んでいる。

そうすることで、気候に悪影響を与えず
に、写真を保存したり、ゲームをしたり、

世界じゅうにいる友人や家族とズームや
スカイプで会話したりできる。マイクロ
ソフトにとって、気候変動への対策はと
ても重要なの。2020 年 1 月にマイク
ロソフトは、二酸化炭素の排出量をマイ
ナスにするカーボンネガティブを実現す
るという、かなり野心的な誓いを立てた。
それは、私たちが排出するより多くの炭
素を、10 年以内に環境から取り除くっ
てこと。そして 2050 年までには、マ
イクロソフトが 1975 年に設立されて
から排出してきたすべての炭素を、環境
からきっと取り除くことができる！

この目的を達成するのは大変だし、複雑
な問題になるけれど、最初のステップは、
私たちのオフィスと業務を、できるだけ
風力や太陽光発電で運営すること。この
大きな問題に取り組むのが私の仕事。

仕事では、電話でプロジェクトやアイデ

アについて話し合い、それを文書にする
のに時間をかけている。

家ではスクリーンを使う時間を決めよう
としてるけど、仕事のために長時間スク
リーンを見ているのが現実ね。コンピュー
ター、タブレット、スマホを使う理由と
タイミングは考えたほうがいい。ペンと
紙でもすむことはたくさんあるから。

子どものころは宇宙飛行士になりたいと
思ってたけど、いまは地球がいちばん。
だって、もっとも美しい惑星だから。み
んなでいっしょに気候変動に取り組め
ば、地球をよりよい状態で次の世代に引
き渡せるわ。

ヴァネッサ・ミレル（Vanessa Miler)
は、アメリカのマイクロソフト社の
エネルギー・イノベーション・イン
パクト部門責任者。
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ヴァネッサ（37歳）
45



建築を学んだのは、オランダのデルフト工科大学。建築学部
に入るには、数学、物理学、化学を勉強しなければならなかっ
た。さまざまな話題に幅広い関心をもち、技術的なことも多少

は理解することが大切。

二つの学位を取得するのに6年半かかった。ほかにも、学生自治
会に所属したり、持続可能性の学位を取得したり、スウェーデ

ンでいくつかの研究をしたりもした。

この仕事をするために、
何を学ぶ必要がありましたか？

捨てない、欲しがらない
子どものころ、ぼくはいつも、

鉄道や都市、森がたくさんあ
る架空の島の地図を描いて、

レゴで世界をつくってた。それで、建築
家になろうと決めたんだと思う。でも、
ただの建築家にはなりたくなかった。世
界が直面している環境問題を解決するた
めに、自分の能力を使いたかった。

お金、知識、エネルギーをかけてつくっ
たのに、こんなにもたくさんのものが捨
てられるなんて、同僚もぼくも信じられ
なかった。廃棄物を設計に利用して、廃
棄物で何ができるかを示したかったん
だ。いまでは、廃棄物から建築物やオブ
ジェやアート作品をデザインしている。

外に出て自分のプロジェクトを見て、友
人や家族にそれを説明しようとするの
は、とても楽しい。ぼくのお気に入りの
デザインの一つは、風力発電機のブレー
ド（羽根）でつくった公園。おかしなこ
とに、これをどうやって実現するかは、
偶然に思いついた。ぼくらはそこを公園
に変えるために、大量の廃棄物を探して
いたんだ。

最初に農具や飛行機を見て、それからブ
レードが偶然見つかった。いくつかの調
査とちょっとした実験の結果、それが公
園をつくるのにぴったりだとわかった。

こんなふうに風力発電機をリサイクルし
たのは、うちの会社が初めてだと思うけ
ど、古くなった風力発電機の部品を、ク
リエイティブなかたちで使う会社がたく
さんあるのは、すばらしいね。ぼくらは、
バスの待合所、街のベンチ、リサイクル
センターの看板、小さな家具なども発電
機の部品を再利用してつくっている。ほ
かにも、橋やキャンプ場、庭の家具のデ
ザインを手がけている。

近いうちにきっと、あらゆる種類の廃棄
物がさまざまな方法で使われるようにな
る。捨てられるはずだったものを、便利
で美しいものに変えるのが好きだから。

古くなった風力発電機を埋立地に送った
り、焼却したり、リサイクルしたりする
より、再利用するほうが地球にいい。そ
れに、こうしたものが公園や暮らしのな
かで使われているのを見た親子は、気候
変動に対する意識が高まると思う。

このような仕事では、失敗したり、だれ
にも好まれないものをつくったりするこ
とを恐れてはいけない。自分がつくった
ものを見せるのは、どんな反応があるか
わからないので、いつも少し緊張する。
でも、否定的な反応があっても、もっと
努力したり、自分たちがしていることや
その理由をわかりやすく説明したりする
のに役立つ。

頭がやわらかくて、ほかの人が気づかな
い可能性を見つけようとするなら、建築
家はぴったりの仕事だ。建築家になるに
は、クリエイティブなだけでなく、コミュ
ニケーション能力、文章力、ある程度の
数学の知識が欠かせないよ。

ジョス・デ・クリーハー（Jos de 
Krieger）は、オランダにあるスー
パーユーズ・スタジオ社（Superuse 
Studio）の建築家。

46



ジョス（36歳）
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用語集
会計：業務記録や財務会計（金銭に関す

る情報）を管理する方法。

炭素排出量：石炭、石油、ガスなどの化

石燃料を燃やすときに排出される温室効

果ガスが、地球温暖化の原因となってい

る。

クリーンエネルギー：風力や太陽光など、

温室効果ガスを排出しない資源から得ら

れるエネルギー。

気候変動：私たちを取り巻く環境が一定

期間にわたって変化する過程。そうした

変化には、地表の温暖化や、人類が化石

燃料を燃やしたり、温室効果ガスを大気

中に放出したりすることによる海面上昇

などがある。

堆積：土壌や岩石などの物質が、風や水

や氷によってはこばれ、山などの新しい

種類の地形を形づくること。

送電網：発電所や風力発電基地と家庭、

学校、オフィス、工場などを結ぶ、発電

と配電のためのネットワーク。

浸食：風や水によって土壌が洗い流され

ること。

EU 法：EU 圏内の人の生活にかかわる

一連の規則。

欧州委員会：EU（欧州連合）の中心的

な組織で、ヨーロッパに変化をもたらす

政策を提案する。

欧州グリーンディール：持続可能になる

ことを目的とする、欧州連合の計画。温

室効果ガスの排出の大幅な削減、地元に

根ざした持続可能な製品の促進、すぐれ

た雇用の創出、私たちの生活を環境に優

しいものにすることなど、多くのプロ

ジェクトをおこなう。

財務：金銭の管理のこと。

化石燃料：石油、ガス、石炭は、地中に

埋まっている動植物の化石が何百万年も

かけて分解してできたものなので、化石

燃料と呼ぶ。それらを燃やすと、エネル

ギーと温室効果ガスがたくさん放出され

る。

地球温暖化：地球の平均気温の長期にわ

たる上昇のこと。

温室効果ガス：化石燃料を燃焼させると、

二酸化炭素（CO2）やメタンなどの温

室効果ガスが放出され、それが気候変動

の原因となる。

修士号：大学から与えられる学位（修了

証書）。いくつかの科目を履修し、試験

に合格した学生に与えられる。通常は 4

～ 5 年かかる。

NASA： アメリカ航空宇宙局。宇宙や

宇宙旅行について研究する機関。

政治学：政府やそのほかのかたちの合意

によって、集団がどのように意思決定を

おこなうかを研究する学問。

再生可能エネルギー、持続可能エネル

ギー：風、水、太陽など、自然に置き換

え可能で、環境を汚染しない資源から得

られるエネルギー。

ブレード：風力発電機でもっとも重要な

部品。風をとらえてエネルギーに変える。

さまざまな種類の風をとらえるために、

いろいろな長さや形がある。

太陽光発電所（ソーラーファーム）：多

数のソーラーパネルをそろえて設置し、

太陽エネルギーを取り込んで発電する発

電所。

持続可能（サステナブル）：人間が、賢

く慎重に、環境とその天然資源とともに

暮らし、かかわること。次世代にじゅう

ぶんな天然資源（食料、水、動植物）を

残すことが大切。すべての資源を無駄に

せず、きちんと考えて使う必要がある。

廃棄物：チョコレートバーの包装のよう

に、捨てられてゴミになるもの。廃棄物

の一部は、新しい製品にリサイクルされ

たり、別の目的に再利用されたりする。

風力発電所（ウィンドファーム）：複数

の風力発電機を一カ所に集めた発電所。

陸上または海上に建設される。

風の流れ：空気の動き。

風洞：さまざまな状況で、風がどのよう

に反応するかを調べるために空気を通

す、トンネル型の研究施設。
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編集委員会
アーディヤ（10 歳）ドイツ・ダルムシュタット

アイトール（13 歳）スペイン・ビルバオ　

アリス（11 歳）ベルギー・ブリュッセル

アルバロ（12 歳）スペイン・ガラパガル

アンジニ（10 歳）インド・ニューデリー

アニカ（11 歳）アメリカ・サンラモン

アントニア（14 歳）チリ

アシュリー（13 歳）ベネズエラ

バヤンザ（14 歳）南アフリカ

カミラ（12 歳）アルゼンチン・ブエノスアイレス

セリーナ（11 歳）ベルギー・ブリュッセル

クロエ（11 歳）ベルギー・ブリュッセル

シンシア（10 歳）インド・チェンナイ

ダヴィ（12 歳）フランス

ディラン（8 歳）アイルランド・ダブリン

エディ（6 歳）アイルランド・ダブリン

エリサ（11 歳）ベルギー・ブリュッセル

エラ（10 歳）ベルギー・ブリュッセル

エリオット（10 歳）イギリス・ブリストル

エルサ（9 歳）トルコ・イズミル

エマ（9 歳）ベルギー・ブリュッセル

エマ（12 歳）イギリス・ロンドン

フラン（8 歳）ベルギー・アントワープ

ジュリア（10 歳）イタリア・ミラノ

ハーキラット（12 歳）イギリス・ロンドン

イグナシオ（12 歳）スペイン・ビルバオ

イグナツィー（10 歳）スイス・チューリッヒ

イケル（11 歳）スペイン・バルセロナ

ホアキン（14 歳）フィリピン、メトロ・マニラ、タギッグ

ジョン（9 歳）スペイン・ビルバオ

ジョーダン（10 歳）ニュージーランド・ダニーデン

ホルヘ（10 歳）スペイン・マドリード

ユリウス（8 歳）ドイツ・マンハイム

キャサリン（15 歳）アメリカ・シアトル

クシシュトフ（14 歳）ポーランド・ワルシャワ

ローラ（8 歳）ベルギー・ブリュッセル

レオ（8 歳）アメリカ・ワシントン DC

レオ（13 歳）ベルギー・ブリュッセル

リル（14 歳）南アフリカ・ヨハネスブルグ

マディソン（12 歳）オーストラリア・ポートスティーブンス

マイアレン（12 歳）スペイン・ビルバオ

マイダー（14 歳）スペイン・ビルバオ

マヤ（10 歳）ポーランド・ワルシャワ

マヌエラ（10 歳）ベルギー・ブリュッセル

マレク（11 歳）ポーランド・ワルシャワ

マリオ（8 歳）スペイン・マドリード

マタ（10 歳）トルコ・イズミル

メイ（8 歳）イギリス・オックスフォード

メータ（8 歳）フランス・パリ

ミゲル（12 歳）スペイン・ビルバオ

ミロシュ（11 歳）ベルギー・ブリュッセル

モハマド（8 歳）アイルランド・ダブリン

ナチケット（14 歳）インド・プネー

オラ（10 歳）ベルギー・ブリュッセル

プラナフ（13 歳）インド・チェンナイ

ラファエル（7 歳）ベルギー・ヴィルヴォールデ

ローザ（12 歳）デンマーク・オーフス

サンシュレー（11 歳）インド・ニューデリー

サラ（10 歳）スペイン・パンプローナ

セジン（11 歳）韓国・ソウル

スカイラー（12 歳）南アフリカ

ソフィア（8 歳）スペイン・マドリード

ソフィア（9 歳）ペルー・リマ

スタブロス（12 歳）ギリシア・ハニア

タチアナ（14 歳）南アフリカ・セントヘレナベイ

ティエリー（10 歳）イギリス・ロンドン

トシア（12 歳）ポーランド・ワルシャワ

タイラ（10 歳）南アフリカ・ヨハネスブルグ

ウナクッス（12 歳）スペイン・パンプローナ

ビセンテ（12 歳）チリ

ヴィゴ（8 歳）デンマーク・オーフス

ヤキラ（11 歳）南アフリカ

ヤニック（10 歳）ドイツ・マンハイム
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